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1 4

「
南
部
小
富
士
」と
も

称
さ
れ
る
名
久
井
岳

　

国
道
４
号
か
ら
平
野
越
し
に
望
む
名
久
井
岳
は
、

町
を
見
守
る
か
の
よ
う
に
裾
野
を
広
げ
、
雄
大
に
そ

び
え
て
い
ま
す
。
複
数
の
小
山
が
集
ま
っ
た
起
伏
山

地
で
、
標
高
６
１
５
メ
ー
ト
ル
。
端
正
な
姿
か
ら
﹁
南

部
小
富
士
﹂
と
称
さ
れ
、
古
く
か
ら
人
々
の
信
仰
を

集
め
て
き
た
霊
峰
で
も
あ
り
ま
す
。

　

自
然
と
触
れ
合
い
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
の
場

と
し
て
も
、
名
久
井
岳
に
愛
着
を
持
つ
人
は
多
く
い

ま
す
。
一
年
を
通
し
て
県
内
外
か
ら
多
く
の
登
山
者
が

訪
れ
る
の
は
、
名
久
井
岳
が
比
較
的
登
り
や
す
い
山

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
四
季
を
通
し
て
人
々
を
引
き
つ

け
る
魅
力
が
あ
る
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
。
名
久
井
岳

登
山
会
（
久
保
久
夫
会
長
）
で
は
、
約
40
年
前
か
ら

毎
月
１
回
の
早
朝
登
山
を
欠
か
さ
ず
続
け
て
い
ま
す
。

　

山
頂
ま
で
は
東
側
の
法
光
寺
か
ら
約
１
時
間
、
五

合
目
駐
車
場
か
ら
約
30
分
で
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

山
頂
か
ら
は
、
３
６
０
度
の
眺
望
。
町
を
貫
く
馬ま
べ
ち淵

川
と
周
辺
の
田
園
風
景
、
階は
し
か
み上
岳
、
久く
じ
ひ
ら

慈
平
岳
、
八

戸
市
街
と
太
平
洋
、
八
甲
田
連
峰
、
遠
く
は
岩
手
山

ま
で
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

糠
部
三
十
三
観
音

第
十
九
番
札
所
の
法
光
寺

　

信
仰
の
山
・
名
久
井
岳
の
東
麓
に
あ
る
法
光
寺
は
、

鎌
倉
時
代
に
開
か
れ
た
と
さ
れ
る
名め
い
さ
つ刹

で
す
。
寛
保

３
年
（
１
７
４
３
）
に
天
聖
寺
（
八
戸
市
）
の
則そ
く
よ誉

守し
ゅ
さ
い
し
ょ
う
に
ん

西
上
人
が
定
め
た
糠ぬ
か
の
ぶ部
三
十
三
観
音
巡
礼
の
十
九

番
札
所
で
も
あ
り
、
千
手
観
音
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

参
道
沿
い
に
は
、
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ

て
見
事
な
ア
カ
マ
ツ
並
木
が
続
き
ま
す
。
延
宝
４
年

（
１
６
７
６
）
に
、
修
行
の
一
環
で
12
代
住
職
が
小
僧

た
ち
と
般
若
心
経
を
唱
え
な
が
ら
苗
木
４
７
２
本
を

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
─
─
─
─
─﹃
花
は
山
、
人
は
里
﹄
を
訪
ね
て
─
─
─
─
─
①

名
川
地
区
／
果
樹
の
ま
ち
を

不
動
の
も
の
に果樹園から名久井岳を望む

名川南小学校の名久井岳全校登山

法光寺の千本松（県天然記念物）

法光寺三重の塔「承陽塔」
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1 5 ───────新 し い 人 々

名川チェリリン村のオートキャンプ場で開催された
「CHERIRIN CAMP 2020」でのテントの設営講座

学校給食でジュノハートを手にする名久井小学校児童

名川チェリーセンター

植
え
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
以
前
か
ら
植
え
ら
れ
て

い
た
松
と
合
わ
せ
る
と
千
本
近
く
に
な
る
こ
と
か
ら

﹁
千
本
松
﹂
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）
に
は
、
樹
齢
３
０
０
年
、

樹
高
約
20
メ
ー
ト
ル
の
ア
カ
マ
ツ
23
本
が
県
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
（
現
存
は
14
本
）。
令
和

２
年
（
２
０
２
０
）
に
は
、
松
並
木
の
歴
史
的
背
景

と
、
地
域
住
民
か
ら
の
高
い
関
心
が
評
価
さ
れ
て
23

本
が
追
加
指
定
。
合
計
37
本
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

歴
代
住
職
が
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
地
元
有
志
の
保
護

団
体
﹁
法
光
寺
千
松
会
﹂
が
手
入
れ
を
し
て
き
た
法

光
寺
参
道
松
並
木
は
、
長
い
年
月
を
か
け
て
守
ら
れ
、

地
域
の
宝
と
も
い
え
る
景
観
を
創
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

月
見
橋
を
渡
り
、
石
段
の
先
に
あ
る
山
門
を
く
ぐ

る
と
、
本
堂
が
姿
を
現
し
ま
す
。
本
堂
の
裏
手
に
は
、

高
さ
33
メ
ー
ト
ル
、
縦
横
８
メ
ー
ト
ル
の
承
陽
塔
。
曹

洞
宗
開
祖
で
あ
る
道
元
禅
師
の
遺
骨
を
安
置
す
る
た

め
に
建
立
さ
れ
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
）
に
竣
工
し

ま
し
た
。
戦
後
に
建
て
ら
れ
た
木
造
の
三
重
塔
の
中

で
は
国
内
最
大
級
の
規
模
で
、平
成
29
年
（
２
０
１
７
）

に
国
の
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

チ
ェ
リ
リ
ン
村
と

フ
ル
ー
ツ
街
道

　

名
久
井
岳
の
麓
に
あ
る
﹁
名
川
チ
ェ
リ
リ
ン
村
﹂
は
、

キ
ャ
ン
プ
場
や
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
レ

ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
９

月
に
南
部
町
初
の
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
﹁
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ｒ
Ｉ
Ｎ 

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
２
０
２
０
﹂
が
開
催
さ
れ
、
テ
ン

ト
の
設
営
講
座
や
木
工
体
験
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
10
月
に
は
屋
外
映
画

イ
ベ
ン
ト
﹁
ナ
イ
ト
シ
ア
タ
ー
﹂
が
初
め
て
開
催
さ
れ
、

町
の
新
た
な
文
化
の
発
信
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

名
川
チ
ェ
リ
リ
ン
村
か
ら
坂
を
下
っ
て
い
く
と
、
沿

道
に
果
樹
畑
や
観
光
農
園
、
果
樹
直
売
所
が
点
在
し
、

果
樹
栽
培
が
盛
ん
な
名
川
地
区
ら
し
い
景
観
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
毎
年
５
月
に
は
、
色
と
り
ど
り
の

果
樹
の
花
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
﹁
果

樹
の
花
見
散
策
ウ
ォ
ー
ク
﹂
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
フ
ル
ー
ツ
街
道
を
抜
け
た
先
に
あ
る
の
が
、﹁
名

川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
﹂
で
す
。
四
季
折
々
の
果
物
や

新
鮮
な
野
菜
、
お
菓
子
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
加
工
品
な

ど
を
取
り
揃
え
、
多
く
の
買
物
客
が
訪
れ
る
産
地
直

売
所
で
す
が
、
６
月
末
か
ら
７
月
中
旬
の
サ
ク
ラ
ン
ボ

収
穫
期
は
特
に
混
み
合
い
ま
す
。
南
部
町
の
サ
ク
ラ

ン
ボ
生
産
量
は
、青
森
県
内
一
。
令
和
２
年（
２
０
２
０
）

に
は
青
森
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の﹁
ジ
ュ
ノ
ハ
ー
ト
﹂
が
、

研
究
・
開
発
か
ら
20
年
余
り
を
費
や
し
、
つ
い
に
全

国
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。大
玉
で
、甘
く
、愛
ら
し
い
ハ
ー


